
家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係 〔(社)日本家政学会

2 Ba- 6 中年世代の老親扶養と老後生活に関する意識

　　　　　　　　　○佐藤宏子（静岡県立大学短大部）

　目的　中年世代は定年退職後の親を持ち老親扶養が現実的な問題となっているととも

に、将来の自分自身の老後生活についても考え始めており、今後の高齢社会において家

族が果たす扶養・介護機能のゆくえを決定するKey-Generationとして注目される。本研

究では、都市化、高齢化が進行している地方都市に居住する中年世代の有配偶女性が、

どのような老親扶養や老後生活に関する意識、希望をもっているかを明らかにする。

　方法　静岡市に居住する40歳から55歳の有配偶女陛1000人を調査対象者として郵送

調査を実施した。有効回収率は41.5％、分析対象者数は415人である。

　結果　対象者の４分の１が自分の親または夫の親の介護経験をもっており、約６割が

親の扶養や介護を自分自身に直接関わる問題として認識している。そして、夫の親より

も本人の親への介護意欲が高く、社会福祉サービスを積極的に利用しようと考えている。

　一方、老親扶養や相続に関する意識では、老親の経済的扶養や介護負担は兄弟姉妹全

員で分担すべき、長男の優先相続には反対であり「老親に対する同居や介護の貢献度」

を考慮して親の資産の相続方法を決めるべき、夫の親の介護を嫁としての義務とは考え

ない、老親と同居には生活分離が必要であるなどを支持する者が優位を占めている。

　さらに、自分自身の老後生活では息子同居よりも娘同居、子どもとの生活分離と経済

的自立、在宅で社会福祉サービスを利用して自分が夫を介護することを希望するが、自

分自身は介護が必要になったら施設又は病院に入所・入院すると答える者が高率である。
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＜目的＞　本研究の目的は、正月料理の調査を通じて食文化の世代間継承に影響する要因

を把握し、継承に関わる家族・世代間の関係と問題について考察することである。

＜方法＞　都市部と山漁村部の多世代同居世帯50事例の３世代の女性を対象として質問

紙と直接面接調査を実施し、1998年の正Ｊに各家庭で用意した料理品目と各世代の調理

への参加状況、継承意識、食文化の背景となった家族関係・家族史等について調査した。

＜結果＞　調査の結果、料理の実施状況には、手作り度、市販品の利用度、伝統料理、夫

側・妻側から継承した料理品目数等に地域・同居形態別に差があり、継承意識とも関連し

ていることが明らかとなった。食文化の継承要因として、世代間の共同調理や共食の機会

を持つこと、家族・世代間の絆の確認、生家への出自の誇りや食文化への拘りを持ってい

ること、母・祖母への愛着、伝統文化や生活のけじめの重視等が挙げられた。断絶要因と

しては、主調理者が嫁・家庭内役割による調理への負担感や不満を持っていること、世代

間に葛藤があること等が挙げられ、背景として家庭内の人間関係的要因が影響しているこ

とが明らかとなった。最も大きい継承要因である共同調理・共食の機会は、世代間の関係

と家族のあり方の総合的な絡果であり、相互に影響し合っていることが判った。G3世代

はそれらの家庭内の背景や諸要因を反映しつつも、多様化した価値観を持ち、世代間関係

も客観的に評価し、総合的に判断して継承・断絶の回答をしていた。
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